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肥培かんがい施設の を防止しよう 

1．肥培かんがい施設の概要 
 

肥培かんがい施設（図－１）は、加水し

た乳牛のふん尿スラリーに空気を送り込

んで（以下、曝気と表記）腐熟を促進し、

流動性向上や臭気低減を図る施設です。 
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図－1 肥培かんがい施設の概要 

2．調整槽内の泡の状況と消泡機の役割 
 

曝気中は泡が増加し続けるため、調整槽

には消泡機が取り付けられています。消

泡機の先端には、下向きに、複数の突起

のついた円盤が取り付けられており、そ

れが回転することで泡を物理的に破壊

します（図－2）。 
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図－2 調整槽内での消泡のイメージ 

3．泡が地上部へ流出するメカニズム 
 

消泡機が稼働中の開口部周辺では、泡が破壊されて泡の上面は下がっています。

しかし、消泡機から離れた場所では、調整槽内に泡が充満していることが考え

られます（図－３）。消泡機が停止中に液面が上昇すると、調整槽内天端に達し

た泡が横方向（開口部方向）に押し出され、流出すると考えられます（図－４）。 

図－3 調整槽内部の断面図 図－４ 液面上昇後の調整槽内部の断面図 
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４．泡流出への対処 
 

泡流出時の対処フローを図－５に示します。曝気中には消泡機を連続運転し、

曝気停止中には 15 分運転・45 分停止を繰り返すことで、泡流出が抑制でき

ます。なお、泡が多い場合や、液面上昇速度が速い（ふん尿投入量が多い）場

合は、曝気停止中に消泡機を 15 分運転・15 分停止で繰り返す、若しくは連

続運転を行う必要があります。また、消泡機の稼働時間を調整しても泡が流出

する場合には、調整槽水位センサーのトラブルの可能性があります。 
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図－５ 泡流出時の対処フロー 

５．泡の流出を抑制するために実施してはいけない操作 
 

ふん尿スラリーに酸素が供給されなくなると、嫌気性発酵（メタン発酵）によりメタンが生成されるため、ブロアポンプの

電源を OFF にしてはいけません。メタンは可燃性ガスであり、引火すると爆発的に燃焼する危険があります。 

肥培かんがい施設調整槽内は硫化水素等の有毒ガスの滞留や引火爆発の懸念のあるメタンガス等が発生している場合がある

ことから、槽内には絶対に入らないでください。トラブル発生時の点検、修理作業は専門業者に依頼してください。 

【危険】 


